
高知城跡（高知市） 築城年代：1603年（慶長8年）、築城者：山内一豊

ここは追手筋/大きな石を積んだ石垣で枡形を構成し、内部が見通せないように追手門が右側に建てられた城の正面/追手門の上に天守が見える



　　　　右手を見ると「追手筋」という文字が/その右手には山内一豊像が立つ



　　　　とと

　縄張図/築城の総奉行の百々越前安行が息子の百々出雲直安とともに地形を考慮して建物の配置や石垣、堀などの構成を計画・設計した



　　　　左手を見ると水堀/この先で右手に折れている



　　　　　振り返ると土佐藩家老の野中兼山邸跡と記された標柱が立っている



これが追手門/重層で入母屋造り、その木割りは太く堂々とし、欅を用いた主柱や扉、冠木などには要所に銅製の飾り金具を取り
付けている/その規模が大きく、城門としては豪壮優美な趣を備えている



左手を見ると「国寶　高知城」と記された標柱と説明坂がある







　　正面の石に「エ」と刻まれている



　　　　　　こちらは「シ」と「ケ」



　　　追手門から城内を見たところ



　　　　　　右手を見たところ



　　　　　　左手を見たところ



追手門を潜って西方向を見たところ/天守が見える/その手前下に銅像が立っている



　　　　　これは板垣退助銅像





　　　　城内側から見た追手門



　　　　　少し退いて見たところ



　　　　　　右手に石垣に登る階段が設けられている



　さて、三の丸下の杉の段へと進もう



　　　右手に登って行く/前方に三の丸の石垣が見える



　三の丸の石垣をアップで見たところ



　　左手の石垣を見ると突起物がある



　　　　　　アップで見たところ





　　　　　さて、正面は杉の段から見た三の丸の石垣



　　こんな塩梅/石垣は折れを持って横矢が掛かっている



　　　　　　　あのう

　　近江穴太（滋賀県）出身の北川豊後定信が石垣工事の指揮を執った



　そこから見た天守/こちらへ進むと鉄門から三の丸へと至るが、後程行ってみよう



　　振り返ると山内一豊の妻、千代の銅像が立っている





　　　　　　これは登って来た方向を見下ろしたところ



　次は杉の段を北方向に進み、証文倉庫の辺りから階段を登って三の丸へと進もう





　ここは丑寅櫓下/ここから左手（西方向）に回り込んでいる



　　こんな塩梅/石垣は折れを持って横矢が掛かっている



その先もこんな塩梅/石垣に使用されている石柱は主にチャートであるが、砂岩、石灰岩も一部使用されており、穴太衆が安土城の
石垣で始めたとされる自然石の形を活かした野面積みで多くの面が構築されている



　　その野面積みの石垣を見たところ



　　　　更に西方向に進もう/前方にも横矢掛りがある



　　　　左手に登る階段がある/右下は証文倉跡の辺り



　　　　　　丑寅櫓下を右手から回り込んでくると証文倉跡がある



　　　　そのまままっすぐ西方向に行く道は立入禁止になっている/こちらに行くと乾櫓跡に至るようだ



　　　　　階段を登った先は右手に折れている/左手の石垣は「扇の勾配」で、打込ハギとなっている





　　　階段を登って右手に進む



　　　その先も立入禁止になっており、左手に階段がある



　　　ここが鎌倉門跡であろうか/正面は二の丸の石垣

いぬい



　　　階段を登って右手を見たところ/こちらに行くと二の丸をぐるりと回り込む



　　　　　　振り返って左手を見たところ/少し先に右手に登る階段が見える



　この階段を登ると二の丸で、左手がスキヤ櫓跡、前方右手が水の手門跡のようだ



　　階段を登らず、そのまま左手を進むと広い平場がある



ここが三の丸/往時は、曲折の多い石垣の上には沢山の狭間を設けた矢狭間塀がめぐらされ、東北角には丑寅櫓があったと云う
/北側から南方向に見たところ



　　　　　その三の丸南側から本丸の天守を見たところ



　　　　　　アップで見たところ









　　入口に当たる部分に大書院の門柱の建てられていた礎石だけが残されている/前方は二の丸の石垣



　　　　振り返って東方向を見たところ/説明坂が見える



　　ここにも水落遺構・石樋があった





　　こんな塩梅



　　　　　　横から見たところ



　　　　　　先端はこんな塩梅



　　　　　　アップで見たところ



　　　　　　その脇に長宗我部期の石垣遺構があった





　　こんな塩梅







　　　　　　さて、次は杉の段から鉄門跡→二の丸→詰門へと進んでみよう



　　杉の段から本丸の天守を見たところ/この先すぐを左手に進むと鐘撞堂跡及び太鼓丸へと至るようだ



　　少し進むと井戸跡（右手下）があり、左手に説明坂がある







　　　　　星野秀太郎の記念碑



　　　　　　楠正興の記念碑



　　　　　　岡村景楼の記念碑



　　右手に登って行くと鉄門跡がある



　これは左手に行く道/ここを進むと高知県庁になっている下屋敷跡へと至るようだ



　　　　　　右手の階段を登る



ここが鉄門跡/鉄門付近の石垣は、鉄門の改築に伴い積み直されたものと見られ、砂岩で構成された打込ハギの石垣となっている



　　枡形となっている/説明坂がある













左手に折れると正面に詰門が見える/石段の中間左手から鉄門の二階に上がれるように設計されており、 その辺りの石には、切り
出した時の楔の跡がそのまま残っているものが見られると云う/少し先の踊り場で右手に折れると先程の三の丸へ至る



　階段から振り返って桝形を見たところ



　　　　踊り場で左手を見たところ/ここは犬走りと呼ばれ、先に進むとやはり高知県庁になっている下屋敷跡へと至るようだ



　　　　　　　右手を見るとここが三の丸の入口で、正面に三の丸から二の丸へ登る階段がある/右手に回り込むと三の丸



　　　　二の丸へと階段を登ろう



　　左手に折れて登ると二の丸に至る/右手がスキヤ櫓跡と水の手門跡の辺り



ここが二ノ丸/ここには目付役所やスキヤ櫓、家具櫓、長局などの建物があったと云う/特に西北隅にあった二ノ丸乾櫓は、城内に
あった8棟の櫓の内では唯一３階建てで、２階と３階の屋根には飾りの千鳥破風を配し、さながら小天守のようであった/北側の一段
下がった所に水の手門があり、綿蔵・綿蔵門を経て城八幡方面や北門の方に通じていた/東側から西方向を見たところ



　　　ここに表御殿と奥御殿が連続して建てられていた



　西側から東方向に見たところ/右手に説明坂が立っている





　　　　これが二の丸の築山と池/前方に天守が見える



振り返って西方向を見ると、西側に下がって行く虎口と二の丸乾櫓跡（右手）が見える



　　　　　ここが二の丸乾櫓跡



　　　さて、本丸方向を見ると天守の手前に詰門がある



　　　　　　そこで右手を見ると本丸の石垣が見える



　　　　　　これが詰門/本丸と二の丸の間の堀切に設けられた櫓門/高知城懐徳館入口と記された看板が掲げられている





入口を入ると詰門の二階で、橋廊下と呼ばれる/板の間の東南隅には非常の場合の階下への抜道が設けられている/東面に3ヶ所、
西面に5ヶ所の隠し銃眼（狭間）も設けられている



本丸への出口



　　こんな塩梅



　　　　　　右手に階段を登ると本丸/前方は西多聞



さて、ここで詰門の正面を見てみよう/鉄門跡から階段を登り切ると詰門正面となる/二階の部分が二の丸（右手）と本丸（左手）
を繋ぐ橋廊下/一階は東（手前）の出入口が右寄りに、西（背後）の出入口は中央に付けられていて、筋違いになっている







　　そこで左手を見ると天守が見える





　　　　　アップで見たところ



　　　　石垣の上には「石落し」と「忍び返し」が見える



　　こんな塩梅



　　そこから詰門方向を見たところ



　　　同じく左手（南方向）を見たところ/こちらに進むと鐘撞堂、太鼓櫓跡がある



　　　　　北東方向を見ると鉄門跡と三の丸が見える



　　　　その右下は杉の段方面



　　　　　南方向に進み、平場で振り返って鐘撞堂を見たところ/左手が本丸



　　左手の本丸の石垣を見たところ



「石落し」がある



　石樋や様々な形を持つ矢狭間がある



　　　　　平場の左手（南側）から本丸へ進む道がある



　　　　　　その左手を見たところ/この辺りが太鼓櫓跡か/ここを下って行くと高知県庁になっている下屋敷跡へと至ようだ



　　　　　本丸へと進むと本丸搦手門の黒鉄門がある





　本丸内に入って振り返って見たところ



　　　　正面は二の丸から本丸への詰門の橋廊下出口の上に架かる廊下門



　　左手は西多聞/説明坂が立っている





　右手に天守が見える/説明坂がある







　　　天守は咸臨閣、本丸御殿は懐徳館と名付けられ、一般に開放されている



　　　　　　右手を見たところ



　　　　　　中に入ってみよう



　　　これは本丸御殿野正殿の間から庭園を見たところ



　　　　　続いて天守の中に入る/天守一階の石落し



　　　　　鉄砲狭間と忍び返し



　左から見性院（一豊の妻）、山内一豊、山内康豊（一豊の弟）



　　天守三階



破風の間/破風の内部に部屋を設け、人が入れるようにしたものが、初期の形態で実戦的なものである/高知城の破風の間は
石打ち棚と呼ばれ、物見や鉄砲狭間の役割があり、攻撃の為の小陣地になり東西南面に設けられている/北側の破風内部は、
隠し部屋となっている



　　天守四階





　　　　　　天守六階（最上階）





　　東方面



　　　その左手/三の丸が見える



　　　同じく右手/左手にある建物は高知城歴史博物館





　　北方面



　　その下を見たところ/左手が詰門



　　　その右手/三の丸が見える



　　　　　　同じく左手/右手の二の丸から詰門の橋廊下を通って廊下門の下から本丸（左手）に入るルートが見て取れる





　　　西方面/黒鉄門が見える



　　その左手



　　同じく右手





　　南方面



　　その左手



　　同じく右手



　西側大入母屋破風の鯱



ここは天守一階から廊下門へと続く東多聞の展示スペース/長宗我部元親関連の展示で、左手は一領具足



　廊下門も展示スペースとなっている



　　さて、ここが追手門の前にある高知城歴史博物館



　　　その展望室からみた天守



　　　　　　アップで見たところ



最後に追手門の下（南側）から左手（西方向）の下屋敷跡（御屋敷と記されている）へ進んでみよう



　　　これは水堀の南東角に架かる橋/前方は御馬場跡



　　　　左手の水堀を見たところ



　　　　　　右手の水堀を見たところ/前方が追手門





　ここが御馬場跡/現在は丸ノ内緑地という公園になっている



　ここは下屋敷跡に建つ高知県庁/その背後に天守が見える



　　　　　　アップで見たところ



　　　右手（東方向）を見たところ



　　　左手（西方向）を見たところ



　　　　ここは高知城のすぐ南東側にある高知大神宮



　　　社殿



　　　　これはその境内に鎮座する「よさこい稲荷神社」
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